
開発供給事業の促進の目標（基本方針第２の１（２）抜粋）

農作業の区分
スマート農業技術等

生産性の向上に

関する目標営農類型等 農作業の類型

水田作（水稲） 育苗及び田植 ・ドローンによる直播等の育苗又は田植作業の省力化に係る技術 労働時間80％削減

除草 ・自律走行型除草機や自動水位管理等による抑草等の除草作業の

省力化に係る技術（有機栽培体系に対応した技術を含む。）

労働時間80％削減

収穫、運搬及び

調製

・農業機械や調製施設の稼働状況に基づく作業判断の最適化シス

テム等の収穫、運搬又は調製作業の省力化に係る技術

労働時間20％削減

畑作（小麦、大豆、ばれ

いしょ、そば、てんさい、

二条大麦、かんしょ、さ

とうきび、飼料作物等）

播種及び移植 ・全自動移植機等の播種又は移植作業の省力化に係る技術 労働時間60％削減

除草 ・株間除草機や自律走行型除草機等の除草作業の省力化に係る技

術（有機栽培体系に対応した技術を含む。）

労働時間80％削減

収穫、運搬、選

別及び調製

・農業機械や選別・調製施設等の稼働状況に基づく作業判断の最

適化システム等の収穫、運搬、選別又は調製作業の省力化に係

る技術

労働時間20％削減

露 地 野 菜 ・ 花 き 作

（キャベツ、だいこん、

たまねぎ、スイート

コーン、ねぎ、レタス、

ブロッコリー、にんじ

ん、はくさい、かぼ

ちゃ、えだまめ、さと

いも、こまつな、すい

か、ごぼう、なす等）

除草及び防除 ・株間除草機や自律走行型除草機等の除草作業の省力化に係る技

術（有機栽培体系に対応した技術を含む。）

・ドローンや自律走行型の農薬散布機等の防除作業の省力化に係

る技術

労働時間80％削減

収穫及び運搬 ・自動収穫機や台車ロボット等による収穫又は運搬作業の省力化

に係る技術

・自動収穫機の効率向上に資する高精度自動移植機等の収穫作業

の省力化に係る技術

労働時間80％削減

選別、調製及び

出荷

・ラインへの自動搬入機等による選別又は洗浄作業の省力化に係

る技術

・自動箱詰め機等の仕分け・梱包作業の省力化に係る技術

労働時間60％削減



農作業の区分
スマート農業技術等

生産性の向上に

関する目標営農類型等 農作業の類型

施設野菜・花き作（ト

マト、ほうれんそう、

いちご、きゅうり、メ

ロン、ピーマン、アス

パラガス、キク等）

栽培管理 ・自動収穫機の汎用化等を通じた摘葉・摘果等の省力化に係る技

術

・局所ＣＯ２施用等の収量又は品質の向上に資する施設内の環境

制御の高度化に係る技術

労働時間60％削減

又 は 付 加 価 値 額

30％向上

収穫及び運搬 ・自動収穫機や台車ロボット等による収穫又は運搬作業の省力化

に係る技術

労働時間60％削減

選別、調製及

び出荷

・自動パック詰め機等の選別、調製又は出荷作業の省力化に係る

技術

・庫内の環境の精密制御等による貯蔵・品質保持の高度化に係る

技術

労働時間60％削減

又 は 付 加 価 値 額

20％向上

果樹・茶作（かんきつ、

りんご、かき、ぶどう、

くり、うめ、日本なし、

もも、おうとう、茶

等）

栽培管理 ・自動収穫機の汎用化等を通じた受粉、摘果、摘粒、摘葉、ジベ

レリン処理、剪定、剪枝、整枝、被覆等の省力化に係る技術

労働時間60％削減

除草及び防除 ・急傾斜地等の不整形な園内における自律走行除草機等の除草作

業の省力化に係る技術

・ドローンや自律走行型の農薬散布機等の防除作業の省力化に係

る技術

労働時間80％削減

収穫及び運搬 ・自動収穫機や台車ロボット等による収穫又は運搬作業の省力化

に係る技術

労働時間60％削減

選別、調製及び

出荷

・自動選果機等の選別、調製又は出荷作業の省力化に係る技術

・庫内の環境の精密制御等による貯蔵・品質保持の高度化に係る

技術

労働時間60％削減

又 は 付 加 価 値 額

20％向上
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農作業の区分
スマート農業技術等

生産性の向上に

関する目標営農類型等 農作業の類型

畜産・酪農（繁殖牛、

肥育牛、豚、乳牛等）

飼養管理 ・画像センシング等による発情・疾病検知等の生体情報取得の省

力化に係る技術

・自動洗浄ロボット等による畜舎内の衛生確保の省力化に係る技

術

・ＧＮＳＳを活用した放牧牛の位置情報把握等の管理の省力化に

係る技術

・自動給餌機等の給餌・給水作業の省力化に係る技術

・堆肥化ロボット等による家畜排せつ物の管理の省力化に係る技

術

労働時間60％削減

搾乳
・搾乳ロボット等による搾乳作業の省力化に係る技術 労働時間60％削減

農作業共通 ・衛星やドローン等を用いた農産物の生育、土壌及び病害虫等の

センシングの結果等に連動した農作業の省力化又は高度化に

係る技術

労働時間20％削減又

は付加価値額20％向

上

・自動制御技術や遠隔操作技術を用いた既存の農業機械等の操作

の省力化に係る技術

労働時間40％削減

・スマートグラス等の熟練を要する作業の補助に係る技術 労働時間20％削減
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